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福岡県における農産物輸出促進の経緯と 

八女茶輸出のはじまり 

平成4年度  香港にアンテナショップ開設 

平成14年度  香港で商談会 

          台湾の量販店、高級スーパーでの試食販売 

          上海への試験輸出（通関制度の課題の調査） 

平成16年度  バイヤー招へい 

          福岡フェアの開催・出展支援 

          メディアを活用した福岡県農産物のPR等 

平成18年  福岡の食輸出促進センター設置 

ドイツ6社とのバイヤーミーティング 

ドイツ・デンマーク・フランスの3か国、計5か所での啓発活動 

農薬残留分析調査 

八女茶輸出促進の支援 



欧州への輸出の考え方 

 

＜目的＞ 

 八女茶の産地活性化！ 

  将来性のある海外マーケットへの進出により、産地の 

 意欲向上を図る。 

  将来的に、海外で八女茶ブランドを確立し、国際的な 

 評価の高まりによる国内評価の向上、ひいては販路の 

 拡大につなげる。 

 

＜八女茶のブランドイメージ＞ 

 高品質、美味しさ （他産地との差別化） 

＜ターゲット＞ 

 国 ： ドイツを中心に、フランス等へ拡大 

 店 ： 茶の専門小売店や飲食店、それらを顧客とする茶商 

 人 ： 八女茶の理解者 

  

＜課題と取組＞ 

○ 産地対策 

 ＥＵの残留農薬基準に適合した八女茶の生産体制構築 

 → 防除体系の確立（試験・実証）、普及 

 

○ 海外市場対策 

 販路の開拓と併せて、ブランド化を推進 

 → 商談会、文化を含めた総合的なPR活動の実施 

福 岡 県 

 

○ 輸出志向業者への情報提供、説明 

 

○ 輸出志向業者、輸入業者、残留農薬分析機関等のコーディネート 

  

○ 欧州での商談会・試飲会の実施 

 

○ 欧州でのお茶の文化、淹れ方、保存方法等のPR 

      

福岡県地域食品輸出振興協議会(輸出促進室内)､輸出促進室、 

園芸振興課、農林事務所、試験場、普及センター 

○ 現地情報の収集・実態調査等 

 

○ 商談会等のサポート 

福岡県フランクフルト事務所 

(商工部） 

○ EUの残留農薬基準に適合する茶栽培方法の確立、普及 

 

○ 輸出用茶の産地化に向けた関係団体、生産者等との協議 

輸出促進室、園芸振興課、農林事務所、試験場、防除所、普及センター 

啓 

発 

・ 

販 

促 

 

欧州への八女茶輸出に係る 

福岡県のサポート体制 

欧州に向けた八女茶の輸出について 

生 

産 

の 

推 

進 

高級茶を売り込むが、販路を確保す
るため、売れるものから販売 



②
①

　　　④
③ 　　④

生産者

輸出業者

JA、茶取引ｾﾝﾀｰ

普及センター
輸出促進室

産 地

県 域

農林、分場
園芸振興課

県茶連、茶推協

① 産地内からの相談 

② 対応策の検討（必要な場合は関係者と協議） 

③ 対応 

④ 関係者への報告（必要な場合のみ） 

八女茶輸出拡大促進事業における生産体制 



八女茶輸出拡大促進事業 

欧州向け八女茶輸出     平成19年度の取組 

EUの残留農薬基準に適合した 

八女茶の生産技術の確立・普及 

○ ドイツの大手茶商（５社）との商談実施 

○世界最大の食品見本市であるＡＮＵＧＡへ出展 

 → 大手１社、他数社と商談成立 

＜その他＞ 

○フランス茶協会会長（茶商）の招聘 

○欧州各地の消費者を対象にＰＲを実施 

海外市場対策 産地対策 

○ 防除体系の設計、試験（八女分場） 

 

○ 防除体系の実証（展示ほの設置） 

    玉露・煎茶 

販路の開拓とブランド化の推進 

平成18年度 

  ・輸出用茶の防除暦の作成 

  ・実証ほに取り組む生産者の募集等 



防除暦の作成 



防除暦の作成 



防除暦の作成 



防除暦の作成 



防除暦の例 
福岡県

基
補

農薬名
希釈
倍数

散布量
L/10a

摘採前
日数

基
補

農薬名
希釈
倍数

散布量
L/10a

摘採前
日数

基
補

農薬名
希釈
倍数

散布量
L/10a

摘採前
日数

上 今年度も慣行防除との大きな変更は２番茶までの防除

中 □ オマイト 1,500 400
春期

萌芽前
□ オマイト 1,500 400

春期
萌芽前

□ オマイト 1,500 400
春期

萌芽前
テデオンは残留基準が低いため削除

下

上 ■ バロック 2,000 400 14

中 □ アタックオイル 80 400
萌芽前

28
■ バロック 2,000 400 14 ■ バロック 2,000 400 14 ダニゲッターはJA分析項目になく、EU基準値が低い

下 □ アタックオイル 80 400
萌芽前

28

上 □ カスケード 4,000 300 7 □ コテツ 2,000 300 7 玉露園は基準のやさしいコテツ

中 □ カスケード 4,000 300 7 煎茶園は被覆等でホソガが発生の場合カスケード

下

上

中 □ スプラサイド 1,000 1,000 （21）

下 ■ コテツ 2,000 300 7 □ スプラサイド 1,000 1,000 （21） □ アプロードエース 1,000 1,000 14 平坦部はスタークル、ダニサラバとも基準がないため

上 ■ コテツ 2,000 300 7 スプラサイドの摘採前日数は残留を考慮して実際の基準より長くしている

中

下

キラップ 2,000 キラップバリアード 2,000 平坦部はコテツを前倒ししているため

スタークル 2,000 インダー 5,000

中 □ アプロードエース 1,000 1,000 14 □ アプロードエース 1,000 1,000 14 □ アプロードエース 1,000 1,000 14

下 □ ダコニール 700 300 10

ウララDF 1,000 ハチハチ 1,000 ハチハチ 1,000 山間部はコテツを前倒しのため

マッチ 2,000 ダコニール 700 ダコニール 700 平坦部はカスケードを前倒しのため

ミルベノック 1,000 ミルベノック 1,000

マッチ 2,000 カスケード 4,000 山間部（煎）はカスケードを前倒しのため

オンリーワン 2,000 オンリーワン 2,000

ミルベノック 1,000

ワークワイド 2,000

オンリーワン 2,000

ハチハチ 1,000

アタブロン 2,000 平坦部はマッチを前倒しのため

中 □ スタークル 2,000 300 7 山間部（煎）はハチハチ前倒しのため

下 □ パダン 1,500 300 10

上

中

下

上 □ アタックオイル 80 400 最終摘採
後

□ アタックオイル 80 400 最終摘採
後

赤焼病発生の場合はオサダン

中 □ アタックオイル 80 400 最終摘採
後

下

注） ①輸出茶の防除体系のうち、栽培暦の防除基準と異なる農薬名、摘採前日数にはアンダーラインを付した。

②基補欄は■：基本防除、□：補助防除を示す。 ③薬剤情報はＨ２１.１２.１現在。 ④散布時期は目安、詳細は適宜提供。

⑤摘採時期は、平坦地の煎茶一番茶：４月下旬～５月上旬、煎茶二番茶：６月上旬～下旬。

山間地の煎茶一番茶：５月上旬～下旬、煎茶二番茶：６月中旬～７月上旬、山間地の伝統本玉露・玉露：５月上旬～下旬。

山間地

煎茶園 煎茶園 伝統本玉露園

２

６

５

３

４

平成２２年度輸出用「福岡の八女茶」病害虫防除体系
玉露は山間地で一番茶のみ、煎茶は平坦地および山間地で二番茶までを確保

月 旬

平坦地

７

上 ■ 300 7

８

下 ■ 400

上

中

■ 300

１０

１１

■ 300

９

上 □ ワークワイド 2,000300 ■7 ワークワイド 2,000

300■

714

40014 14
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■

300

7

147 14

■ 400

■ 300 ■ 300

アタックオイルは赤焼病の心
配がないところで散布する













平成19年度 輸出用八女茶の生産実績（事業分） 

【玉露】

ほ場 品種 面積(a)
荒茶出荷量

(kg)
出荷日

単価
（円/kg）

平均単価
（円/kg）

単価/平均 備考

黒木町 やまかい 6 42.8 5月12日 11,000 11,695 94%

計･平均 ― 6 42.8 ― 11,000 11,695 94%

【煎茶（一番茶）】

ほ場 品種 面積(a）
荒茶出荷量

(kg)
出荷日

単価
（円/kg）

平均単価
（円/kg）

単価/平均 備考

八女市 やぶきた 15 98.6 4月27日 5,500 5,280 104%

矢部村 おくゆたか 14 142.0 5月22日 3,300 1,934 171%

計･平均 ― 29 240.6 ― 4,202 3,607 116%

【煎茶（二番茶）】

ほ場 品種 面積(a）
荒茶出荷量

(kg)
出荷日

単価
（円/kg）

平均単価
（円/kg）

単価/平均 備考

八女市 やぶきた 15 134.5 6月14日 1,600 1,440 111%

矢部村 おくゆたか 14 89.1 7月3日 1,500 1,077 139%

計･平均 ― 29 223.6 ― 1,560 1,259 124%

【まとめ】

ほ場 品種 面積(a）
荒茶出荷量

(kg)
出荷日

単価
（円/kg）

平均単価
（円/kg）

単価/平均 備考

計･平均 ― 64 507.0 ― ― ― ―



茶病害虫調査成績（調査日：４月２８日）

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 備　　　考

寄生葉率 たたき落とし たたき落とし

成虫 幼虫 合計 （％） ４ヵ所平均 ４ヵ所平均

広川町　煎茶 0 0 0 0 1.0 0.0 3～3.5葉、被覆（黒）、アブラムシ微発

八女市　煎茶 0 0 0 0 1.3 0.0 4月25日摘採（1.5cm程度上げ）

立花町　煎茶 0 0 0 0 0.0 0.0 3.5～4葉、一部出品茶で摘採（4/28）、被覆

平坦地平均 0.0 0 0.0 0.0 0.8 0.0

黒木町　煎茶 0 0 0 0 0.0 0.0 2～3葉、生育にややバラつきあり

黒木町　玉露 3 6 9 13.3 0.0 0.0 1.5葉、全面被覆済

星野村　煎茶 0 0 0 0 0.0 0.0 2～2.5葉、葉色黄色

星野村　玉露 0 0 0 0 0.0 0.0 2.5葉、全面被覆済、ホソガ卵散見

上陽町　煎茶 ― ― ― ― ― ―

上陽町　煎茶 0 0 0 0 0.3 0.3 3葉、被覆、アブラムシ散見

山間地平均 0.6 1 1.8 2.7 0.1 0.1

本年(全域平均） 0.4 1 1.1 1.7 0.3 0.0

発生ほ場率（％） 12.5 13 12.5 12.5 37.5 12.5

調査地点

　カンザワハダニ

 30葉当り寄生虫数

病害虫調査 



茶病害虫調査成績（調査日：６月１６日）

ﾁｬﾉｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ ﾁｬﾉﾐﾄﾞﾘﾋﾒﾖｺﾊﾞｲ 備　　　考

寄生葉率 たたき落とし たたき落とし

成虫 幼虫 合計 （％） ４ヵ所平均 ４ヵ所平均

広川町　煎茶 0 0 0 0 11.0 0.0 3～4葉期、スリップス成虫期

八女市　煎茶 ― ― ― ― ― ― 二番茶摘採後

立花町　煎茶 ― ― ― ― ― ― 二番茶摘採後

平坦地平均 0.0 0 0.0 0.0 11.0 0.0

黒木町　煎茶 0 0 0 0 0.0 0.5 2～2.5葉期、6月16日被覆、ウンカ幼虫

黒木町　玉露 ― ― ― ― ― ― 一番茶後中切

星野村　煎茶 ― ― ― ― ― ― 一番茶後深刈

星野村　玉露 ― ― ― ― ― ― 一番茶後中切

上陽町　煎茶 ― ― ― ― ― ―

上陽町　煎茶 0 0 0 0 0.3 0.0 3葉期、6月16日被覆

山間地平均 0.0 0 0.0 0.0 0.1 0.3

本年(全域平均） 0.0 0 0.0 0.0 3.8 0.2

発生ほ場率（％） 0.0 0 0.0 0.0 66.6 33.3

調査地点

　カンザワハダニ

 30葉当り寄生虫数

病害虫調査 



パンフレットの作成 



パンフレットの作成 



パンフレットの作成 



パンフレットの作成 



EU基準超過事例 

慣行栽培園防除後に散布器具を洗浄せずに輸出用栽培園を防除 

マニュアルに防除器具の洗浄方法を記載 

荒茶　残留農薬分析結果

① ② ③ ④ ⑤ ① ② ③ ① ②

コテツ クロルフェナピル 50.00 50.00* ND 0.069 ND 0.072 ND ND ND ND ND 0.015

アプロードエース ブプロフェジン 20.00 0.02 ND ND ND ND ND ND ND ND ND 0.09

注１：EU基準値は2008年3月時点の最新値

注２：コテツフロアブル（クロルフェナピル）については、2006年5月26日から0.1mg/kgから50mg/kgに改正されているが、

　　　ドイツの茶商は旧基準値0.1mg/kgで評価。

玉露 煎茶 二番茶
農薬名 成分名

日本
基準値

EU

基準値



回目 器 回目 第 回目 (次回防除時）防除終了時濃度１００ 1 2 3

通水洗浄 具 通水洗浄 通水洗浄 ～ 分間は散布器具内 残液量 2 3

ホース内 各 ※タンク内 直接散布しない100m

径； ㍑ 部 洗浄を兼8.5mm 5.7

径； ㍑ ブ ねる10 mm 7.8

ラ

シ

洗

浄

目標安全水準除去率９９.５％

濃度０

洗浄水量・回数 Ｌ洗浄水 Ｌ洗浄水 ～ Ｌ 次回防除20 20 20 30

防除機材の洗浄方法 



欧州向け輸出用八女茶生産の具体的な取組

１　栽培～取引の流れ

　欧州（EU）の残留農薬基準をクリアする茶を生産し、輸出するために、以下の取組が必要です

　（１）栽培・荒茶加工 　＜栽培～取引～販売の流れ＞

①欧州向けの防除基準に準じた防除

（薬剤の変更、散布器具の洗浄等が必要） ①

②荒茶加工の際は、一般の茶葉と混ぜない ④

③残留農薬分析用のサンプルの採取、保管 ②、③

④県が行う生育調査等への協力

　⑤、⑥

（２）荒茶の取引

⑤茶取引センターへの上場 　　　　　⑦

⑥出荷の際は欧州向けの茶であることを明記

⑦取引方法は、茶取引センターに一任

（原則一般入札）

２　問題や連絡事項が発生した場合の連絡体制

何か起こったときは、まず

　普及センター（0943-23-3106）　または　JA茶業課（0943-25-1148）へ　一報を！

※以下についての詳細は、別紙を参照

防除基準、防除・加工時の注意点、
残留農薬分析用サンプルの採取方法

ほ場

茶工場

JA八女

茶取引センター

茶商等

欧州へ 国内へ

EU向け輸出用八女茶栽培・加工マニュアル 



欧州向け八女茶生産上の注意点（摘採・防除・加工） 

 

緑茶を欧州に輸出する際、最も大切なことは日本の残留農薬基準より数倍～数千倍厳しい

EU の残留農薬基準をクリアすることです。そためには、摘採・防除・加工について十分な注

意が必要です。 

 

（摘採方法） 

 摘採時（特に伝統本玉露園）では古葉の混入に注意します。 

 

（洗浄方法） 

○ 動力噴霧器 

① タンクを洗浄し残液を徹底排出します。 

② ホースは巻き取らず平地に置いたままで、別のバケツ等に用意した清浄な水で 20 ㍑ずつ

3 回通水洗浄します。 

③ 輸出用茶園防除時は最初の 2～3 分間は茶園に散布しません。 

 

○ 乗用型防除機 

① タンクを洗浄し残液を徹底排出します。 

② 洗浄したタンクに清浄な水を一杯に溜め、噴口・ポンプを徹底洗浄します。 

③ 輸出用茶園防除時は最初の 2～3 分間は茶園に散布しません。 

 

※ スプリンクラー防除は行わないこと！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）動噴の濃度低減結果イメージ図 

 

（加工方法） 

① 輸出茶の製造は掃除直後に加工を行います。 

② 輸出用の茶葉と一般防除の茶葉が混ざらないように細心の注意を払います。 

防除終了時 濃度100％

散布器具内 残液量
100mホース内
8.5mm径；5.7㍑
10mm径；7.8㍑

1回目
通水洗浄

2回目
通水洗浄

3回目
通水洗浄

※タンク内洗浄
を兼ねる

（次回防除時）
2～3分間は直接

散布しない

濃度0％

洗浄水量・回数 20㍑洗浄水 20㍑洗浄水 20～30㍑洗浄水 次回防除

除去率99.5％
目標安全水準

防除終了時 濃度100％

散布器具内 残液量
100mホース内
8.5mm径；5.7㍑
10mm径；7.8㍑

1回目
通水洗浄

2回目
通水洗浄

3回目
通水洗浄

※タンク内洗浄
を兼ねる

（次回防除時）
2～3分間は直接

散布しない

濃度0％

洗浄水量・回数 20㍑洗浄水 20㍑洗浄水 20～30㍑洗浄水 次回防除

除去率99.5％
目標安全水準

EU向け輸出用八女茶栽培・加工マニュアル 



EU向け輸出用八女茶栽培・加工マニュアル 



余白に「ＥＵ」と書く

出荷のイメージ（相対）

荒茶
（三等分）

荒茶
（三等分）

荒茶
（三等分）

見本茶
１００ｇ

見本茶
１００ｇ

見本茶
１００ｇ

分析用ｻﾝﾌﾟﾙ 残り１本は保管

出

荷
伝
票

余白に「ＥＵ」と書く

出荷のイメージ（一般）

荒茶
（２／３）

荒茶
（１／３）

見本茶
２５０ｇ

見本茶
１００ｇ

分析用ｻﾝﾌﾟﾙ 残り１本は保管

出

荷
伝
票

EU向け輸出用八女茶栽培・加工マニュアル 



八女茶輸出拡大促進事業 

欧州向け八女茶輸出     平成19～21年度の取組 

19
年
度 

 

EUの残留農薬基準に適合した 

八女茶の生産技術の確立・普及 

20
年
度 

○ ドイツの大手＋中堅茶商との商談実施 

○ 八女茶普及の拠点となることが期待される都市 

  の茶商や消費者を対象に、八女茶のPRを実施 

  → 新規の商談成立、取引量の拡大 

○ ドイツの大手茶商（５社）との商談実施 

○世界最大の食品見本市であるＡＮＵＧＡへ出展 

 → 大手１社、他数社と商談成立 

＜その他＞ 

○フランス茶協会会長（茶商）の招聘 

○欧州各地の消費者を対象にＰＲを実施 

海外市場対策 産地対策 

○ 防除体系の設計、試験（八女分場） 

 

○ 防除体系の実証（展示ほの設置） 

                     ※生産量は荒茶の重量 

 玉露 ２か所 （黒木町、星野村） 約70ｋｇ 

 煎茶 ３か所 （八女市、矢部村、星野村） 約600ｋｇ 

 

販路の開拓とブランド化の推進 

○ 防除体系の実証（展示ほの設置） 

 

 玉露 ２か所 （黒木町、星野村） 約200ｋｇ  

 煎茶 ３か所 （八女市、矢部村、上陽町） 約800ｋｇ 

産地化の推進、商材の確保 

21
年
度 

○ 有望茶商との商談（事前に可能性を調査） 

○ 文化を含めた総合的なPRを引き続き実施 

 （効果的な対象を選定） 

さらなる販路の開拓とブランド化の推進 

○ 欧州向け茶の生産拡大 

 玉露 ４か所 （黒木町） 約260ｋｇ  

 煎茶 一番茶  ８か所 約1,050kg   

     二番茶  ３か所 約1,610ｋｇ 



0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

(kg) 輸出用八女茶生産実績の推移（参考値）

一番茶 玉露 二番茶 中山間

生産実績の推移（参考） 

※有機栽培、無農薬栽培等により茶商が独自に確保したものは除く 



現在の産地での取り組み 

茶商の要望 

・生産者の募集 

・防除暦の作成 

 （EU・台湾・香港・シンガポール） 

・生産履歴のチェック 

・荒茶の農薬残留分析 

輸出に係る産地検討会 

入札上場 

入札販売 

茶商の情報 

各国の情報 

フェア出展 

茶商 JA茶業課 

普及センター 

試験場 

生産者 

輸出促進室 

輸出販売 

茶センター 


